
























Follow-up report of mystery of fungi moulages used in Japan 4th senior high school 
Shi-ko - skin moulage by Keizo Doi and fungus moulage by Chousichirou Yamakoshi
 河原　　栄 1）、 佐久間大輔 2）、 加藤　　克 3）、 赤石　大輔 4）、 古畑　　徹 5）































































































































































































































































13. Museum of Natural History （La Specola） in the Museum of Florence
http://www.museumsinflorence.com/musei/museum_of_natural_history.html#up
14. 小野友道：日本のムラージュ、日本皮膚科学会雑誌、111（4）．651-657．2001

































4 16ノ7 アカジカウ Boletus pachypus 1908 ムラージュ
9 16ノ38 ユキワリ Calocybe gambosa 1929 ムラージュ
10 26ノ5 シロシメジ Tricholoma japonica 1925 ムラージュ
13 16ノ1 キツネノタイマツ Phallus rugulosus 1930
14 植16ノ3 キツネノエフデ Mutinus bonninenis 1940
15 16ノ20 どくつるだけ Amanita virosa. 1912 ムラージュ
17 不明 イロガハリ Boletus badius 1929 ムラージュ
18 16ノ33 タマゴタケ Amanita caesarea 1913 ムラージュ
19 植16ノ27 ならたけ Armillaria melea 1909 ムラージュ
21 26ノ8 シモフリシメヂ Tricholoma portentosum 1925 ムラージュ
25 16ノ42 アブラシメジ Cortinarius elatior 1913 ムラージュ
26 16ノ38 タマゴテングタケ Amantia phalloides 1909 ムラージュ
28 16ノ11 コベニタケ Russula fragilis 1908 ムラージュ
29 16ノ36 ツチカブリ Lactarius piperatus 1908 ムラージュ
31 26ノ6 ハナホウキタケ Clavaria Formosa 1929
32 16ノ23 サクラシメジ Tricholoma Russula 1913 ムラージュ
34 16ノ32 アンズタケ Cantharella cibarius 1908 ムラージュ
39 16ノ36 アハタケ Boletus subtomentosus ムラージュ
41 16ノ31 シシタケ Hydnum imbricatum 1915 ムラージュ
42 16ノ21 カキシメヂ Tricholoma ustale 1925 ムラージュ
45 16ノ9 クロカワ Polyporus leucomelas 1913 ムラージュ
■7 16ノ40 エノキタケ Collybia velutipes 1914 ムラージュ
50 16ノ24 オオキツネノチャブクロ Lycoperdon pyriforme . 1914
51 16ノ30 カノシタ Hydnum repandum 1913 ムラージュ
52 16ノ12 マヒタケ Polyporus frondosus 1904
53 16ノ35 ヤマブシタケ Hydnum erinaceus 1915
57 16ノ29 カニノ■■ Laternea bicolumnata 1914
不明 16ノ34 ツマミタケ Lysurus mokusin 1913
不明 26ノ2 ベニソウメンタケ Clavaria rosea
不明 16ノ39 サンゴタケ Pseudocolus javanicus 1929
不明 　26ノ9 アフギタケ Gomphidius roesus 1912 ムラージュ
表1．金沢大学の蝋模型のリスト（紀要第6号11頁の表を改変。クロカワの最古番号が変更された。学名は川
村清一の図鑑に従い、多くが変更された。川村が最初に誌上発表した年を加えた。蝋模型がムラージュか否か
の判定を加えた。）
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商品番号 商品名
毒茸及人ノ嫌厭スル茸ノ群
2281 きてんぐたけ
2282 てんぐたけ
2283 きぬがさたけ
2284 くもたけ
2285 きつねのゑふで
2286 きつねのたいまつ
2287 どくつるたけ
2288 いろがはり
2289 すっぽんたけ
2290 かきしめじ
2291 たまごてんぐたけ
2292 つちかぶり
2293 べにてんぐたけ
2294 いっぽんしめぢ
2295 こたまごてんぐたけ
2296 ししたけ
2297 つきよたけ
2298 やなぎたけ
2299 さんご（こ）たけ
2300 つまみたけ
2301 かにのつめ
2302 どくすぎたけ
2303 どくべにたけ
2304 からはつたけ
2305 にがくりたけ
無毒茸の群
2311 きそうめんたけ
2312 こべにたけ
2313 はなほうきたけ
2314 ぬめりすぎたけ
2315 あかやまたけ
2316
おほきつねの
ちゃぶくろ
2317
きつねの
ちゃぶくろ
2318 べにそうめんたけ
食茸の群
2321 うすたけ
2322 あかじかう
2323 あみがさたけ
2324 しろきくらげ
2325 しひたけ
2326 ゆきわり
2327 しろしめじ
2328 あふぎたけ
2329 たまごたけ
2330 くりたけ
2331 ならたけ
2332 しもふりしめぢ
2333 きしめぢ
2334 あぶらしめぢ
2335 ひらたけ
2336 しめぢ
2337 さくらしめぢ
2338 むらさきしめぢ
2339 あんずたけ
2340 あわたけ
2341 はつたけ
2342 あかはつ
2343 まつたけ
2344 くろかは
2345 ゑのきたけ
2346 しょうろ
2347 まひたけ
2348 やまぶしたけ
2349 かのした
2350 きくらげ
2351 だいこくしめぢ
2352 ぬめりゐくち
2353 あゐたけ
2354 さまつたけ
2355 はらたけ
2356 おにく（ふ）すべ
2357 ふらんすしょうろ
表2. 山越工作所のきのこの蝋模型の目録
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四高のきのこムラージュ第2報　―　皮膚ムラージュの祖土肥慶蔵ときのこムラージュの達人山越長七郎
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